
たとえば。こういう方へおすすめします。
□ カラダを動かすのが苦手（と思い込んでいる）
□ 人前に出ると（なぜか）緊張する
□ 人間関係（ってむずかしい）
□ 練習しても（なぜか）上手くならない
□ 探偵小説のような謎解きが好き（保証します！）
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読めば読むほど
 カラダは面白い！
どんな教科書にも載っていない、でもだれでもできる！
カラダの使い方のエッセンスを、身体技法研究者 
甲野陽紀がイラストと共にやさしく解き明かします。
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　「私にも、そんな動きができるようになりますか？」
　自問自答するしかなかった頃は、はるかに遠く感じた「できる」という言葉でしたが、いまは自信を持って、
こう答えることができます。
　「できます、だれにでも。ただ、そのためには、身体についての見方や、自分の中の常識を少し変える勇
気が必要かもしれません。できるまでひたすらがんばる、というやり方ではなくて、できないということも
一つの経験として大事にしながら、視点や発想を変えてみる。そうしていくうちに、開けていくものが必
ずあると思います。私にもできなかった頃があるので、よくわかります」
　こんなふうにお話しできるのも、動きたいように動けなかった経験があったからこそと思うと、人生何
事も無駄はない、という気が改めてしてきます。                                                   （「はじめに」より）

Amazonにて発売中！


